
設計･製造の自動化を

進める対話形図形処王里

システム

最j丘,設計･製造部門で,製品の開

発･製造期間の突如乱 省力化及び精度

の向上を目的とし,【対面作成などの設

計作業やNCテーープなどの製造作丁菜の自

動化を進めるCAD(Computer Aided

Design)及びCAM(Computer Aided

Manufacturing)システムの噂入が土盛

んに行なわれている｡

CAD/CAMシステムは,八倒の創造

力とコンビュ【タの情報処理能力とを

結びつけて性うため,人口りとコンピュ

ータが対話をLながら作業を進める方

式が適Lており,史に卜て】形が扱えるこ

と,操作が簡単なこと,応答時間が和

いこと,んむJ】Jプログラムの開発が楽な

ことなどが要求されている｡

Lかし,これらの要求を満たすため

には,次のような【木】碓にぶつかる｡

(1)コンピュータと人山ブJ機器を通イii

回線で結ぶと､コンビュ=タや回線に

員抑がかかりすぎる-,

(2)スタンド･アロンの小形コンピュ

ータと入出力機器を面結すると,大規

校な処理,他のシステムとの統でナ化を

必要とするシステムができない｡

日二､t製作所は,これらの障害に対L

て,一▲つのアプローチによって問題の

解決を阿った｡

その-一一つは,HITAC G-710で,人

形コンピュータの端末機でありながら,

応用プログラムに直･接関係のない処理

HITAC G一丁10による応用事例
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▲ H汀AC G一了30による応用事例

は才J品末機側で行なえるようにし,十コ

ンビュー1タや回線のfl抑を人1帖に車軸戒

したものである｡これによって,優れ

た操作仲をもちながら,応答件の良い

システムが実現できる｡

他の 一つは,HITAC G-730で,対

i計件の要求される処珊をはじめ,′ト規

校なバッチ処珊もエンドユーーサー側で

行なえる′ト形コンビューータシステムで

ありながら,大形コンピュータのりモ

ートジョブ･エントリ貢f訪末としても仲

川でき,人魂純な処J理も叶能である｡

HITAC G-730は,設.汁･ヱト産の節

一線部門でトズ1形情報を独二‾､てして処押す

るためのJ.㌧本機能を備えている｡この

ため,夫巨木的な設計･矧祁乍業は,ユ

【サーがプログラムを組むことなく
コ

ンピュータと対話Lながら進めること

ができる｡

G-710,G-730は,いずれもCRTグ
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クタグレソトによる対.i‾.弓彬人汁1ノJをJ.!壬

イこにLたもので,コマンドのメニ_1･一

化をはじめ抑々の操作什をr■.-】fiめるイ鵠能

を十分に備えている｡

二れらを仲印することによって､-没

r汁部門では,.殺ii｢▲一トズIi巾作成一解析と

いったサイクルを処押L,製造部fヨ【]で

は､汚に.一打け文1から対i抑1小二NCデータ･クー

作成,チェック,NCテー1プの作成とい

う処押が行なえる｢ユ 虹に,CADとCAM

を組みでナわせ,.没.汁か⊥Iノ製j左壬での
一

旦てi▲処増システムがナ克規L,l二朴‡を人き

く如締できるし)また,システムの奉帥r】

をJヱこげて､二｢杵表,焚付夫などを作成

しトータルシステムを構成すること も

できる｡

現在,これノブの製.iJ-は好.沖をもって

迎えられているが､これは日‾､工製作所

が,図形処月1システムを様々な部門で

利用してきた豊かな経験と,実績を最

大限に生かしているからである｡
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